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入学者選抜における感染症（インフルエンザ等）への対応について 
１．学校保健安全法で出席停止が定められている感染症（インフルエンザ・はしか・新型コロナウイルス等）にかかり、治

癒していない場合、その感染症が他の受験生や監督者に拡がる恐れがありますので、原則として入学者選抜の受験を
ご遠慮願います。 

２．上記１．により本学入学者選抜を欠席する場合は、申請により別日程で受験の振替を行いますので、以下の要領で手
続きを行ってください。 

 
申請方法 
 ⑴ 欠席する入学者選抜実施当日までに（受付時間9：00～17：00）［日本時間］電話にて本学入学・広報センターへ連

絡してください。（TEL：+81(0)75-312-1899） 
※申請受付期間内に連絡することなく欠席した場合は、通常の欠席として取り扱います。（別日程への振替や入学検
定料の返還はいたしません。） 

 ⑵ 診断書の送付 
  病名（学校保健安全法で出席停止が定められている感染症名）と加療期間（欠席した入学者選抜実施日が含まれてい

るもの）が明記されたもの。 
なお、別日程での振替ができない入学者選抜の場合、入学検定料を返還します。直接、本学入学・広報センターまでお
問い合わせください。（TEL：+81(0)75-312-1899） 

障がいのある方の受験について 
本学では、疾病・負傷や障がい等がある志願者の方に、安心して試験に臨んでいただけるように個別に相談に応じ、でき
る限りの配慮につとめております。 
受験時に、特別の配慮を必要とされる方は、出願受付開始日の１ヵ月前までに入学・広報センターへ必ずご連絡ください。 
ただし、申し出の期限を過ぎた場合や申し出の内容によってはご希望に添えない場合があります。予めご了承ください。 

寄付金について 
本学では教育施設・設備の充実のため、寄付金を募集しております。ただし、すべて任意で入学前には募集しておりませ
ん。 

個人情報の取り扱いについて 
入学書類に記載された個人情報は、本学からの資料の送付・入学試験の実施・処理・統計的資料作成および入学者に対し
ては入学後の修学指導として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 
ただし、推薦入試では、出身校に合否結果を通知するとともに、その他の入試でも、本人の承諾を得た場合は、出身校に
合否結果を通知する場合があります。なお、上記業務の一部について、本学が委託した事業者において業務を行うことも
ありますが、適切な管理を実施いたしますので、予めご了承ください。 
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１．建学の精神 

 

仏教精神に基づく教育 

 

京都光華の校名「光華」は、「清澄にして光り輝くおおらかな女性を育成したい」との願いを込めて名付け

られました。仏教の経典『仏説観無量寿経(ぶっせつかんむりょうじゅきょう)』に、「その光、華の如し。ま

た星月(しょうがつ)の虚空(こくう)に懸處(けんしょ)せるに似たり」という一節があります。浄土の清澄な智

慧の光は、華のように、星や月のように、心の闇を破り常に私たちを明るく照らしてくださる、という意味

です。また、校訓「真実心」は、「仏の心」のことで、「慈悲の心」と言い換えることができます。「慈悲の

心」とは、おもいやりの心、寄り添う心、他者への配慮、共に支え合う心のことです。本学は、仏教精神であ

る智慧と慈悲によって、向上心、潤いの心、感謝の心という「光華の心」を持つ人間の育成を目指します。 

  

 

２．アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

 

社会学部 社会共創学科 

 

本学科では、現代社会が抱える諸問題解決の観点から、人と社会に向き合い、多様性を理解して、社会科学

的手法をもって持続可能な共生社会の創造に貢献できる人材を養成します。 

そのため、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに定める教育を受けるために必要な、次に掲

げる基礎的な知識・技能及び関心・意欲を備えた人物を求めています。 

このような入学者を適正に選抜するために、教科（国語、英語、数学）の試験、プレゼンテーション、面接

など多様な選抜方法を実施します。 

 

（１）知識・技能 

① 大学での学びを継続・発展しうるために必要な基本的学習習慣を身につけている。 

② 高等学校等までの「国語」、「英語」、「数学」、「探究」等の学習を通じて、聞く、話す、読む、書

く、論理的に考えるという基礎的な知識・技能を身につけている。 

（２）思考力・判断力・表現力 

① 多様性や共創、持続可能な社会の在り方に関心がある。 

② 身近な社会問題などについて、高等学校等までの学習で得た知識を活用して自分の考えを表現できる。 

③ 日本語、英語、数学、情報などの技能を修得して、コミュニケーション力を高めることに関心と意欲

がある。 

④ プロジェクト等の実践的な学びを通して、思考力、判断力、問題解決力を磨き、思いやりを持って他

者と協働できる人として成長したいとの意欲がある。 

（３）主体性・多様性・協働性 

① 社会科学に対する領域横断的な知識・技能を修得し、共生社会の創造に貢献することに意欲がある。 
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こども教育学部 こども教育学科 

 

本学科では、仏教精神による慈しみの心を以て子どもと向き合い、子どもを深く理解してその育ちを指導・

支援できる教員・保育者を育成します。 

そのため、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに定める教育を受けるために必要な、次に掲

げる基礎的な知識・技能及び関心・意欲を備えた人物を求めています。  

このような入学者を適正に選抜するために、教科（国語、英語）の試験、小論文、面接など多様な選抜方法

を実施します。 

 

（１）知識・技能 

① 高等学校までの学習を通じて、人文・社会・自然・芸術・体育に関わる基礎的知識や技能を幅広く身

につけている。 

（２）思考力・判断力・表現力 

① 教員・保育者になるための勉学すなわち、教育・保育に関する理論的知識・実践的技能の獲得に強い

意欲をもって努力できる。 

② 教員・保育者として自分を高めるために常に学び続けようとする意欲がある。 

③ 他者と協働すること、リーダーシップをとること、さらには協力者となることの重要性を理解し、そ

のためにコミュニケーション力を高めることに関心と意欲がある。 

（３）主体性・多様性・協働性 

① 子どもが好きで、その成長に貢献することを強く希望し、教育・保育の仕事に使命感をもって臨むこ

とができる。 

  

 

看護福祉リハビリテーション学部 看護学科 

 

本学科では、仏教精神に基づく豊かな人間性及び高度な看護学の知識・技術及び倫理観を持ち、自立して取

り組む実践者としての看護専門職として看護師・保健師・養護教諭を育成します。 

そのため看護学を学ぶために必要な要素として次に掲げる人物を求めています。 

これらの入学者を適正に選抜するために、教科（国語、英語、生物、化学、数学）の試験、小論文、面接など

多様な選抜方法を取り入れ実施します。特に面接においては、看護への関心や学ぶ意欲、コミュニケーショ

ン力、課題やストレスへの対処などについて確認します。 

 

（１）知識・技能 

① 高等学校等で学ぶ基礎学力としての知識や技能を習得している。 

（２）思考力・判断力・表現力 

① 課題解決のための論理的思考や判断力を持ち、行動できる。 

（３）主体性・多様性・協働性 

① 様々な人とコミュニケーションを図り、他者と協調できる。 

② 人に対して関心を持ち、誠実に思いやりを持って向き合うことができる。 

③ 看護学を学ぶ意志と意欲を持ち、主体的に学び続けることができる。 
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看護福祉リハビリテーション学部 福祉リハビリテーション学科 作業療法専攻 

 

本専攻では、仏教精神に基づいた深い人間理解と人間尊重の価値観を基盤とし、作業療法士に必要な知識と

技術を学び、社会貢献ができる人材を育成します。 

そのため、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに定める教育を受けるために必要な、次に掲

げる基礎的な知識・技能及び関心・意欲を備えた人物を求めています。 

このような入学者を適正に選抜するために、教科（国語、英語）の試験、小論文、面接など多様な選抜方法

を実施します。 

 

（１）知識・技能 

① 高等学校までの「国語」、「英語」等の学習を通じて、作業療法士を志す基盤として必要なコミュニ

ケーション能力と姿勢を備えている。 

（２）思考力・判断力・表現力 

① 建学の精神である「思いやりの心」を持ち、障害児・者を理解し、寄り添うことができる。 

② 作業療法士として必要な知識・技術の習得に、熱心に根気よく取り組み、作業療法の幅広い課題につ

いて、関心がある。 

（３）主体性・多様性・協働性 

① 作業療法士としての能力を習得するため、自ら積極的に学び、自己能力を開拓できること、 他者との

コミュニュケーション力、問題を解決できる論理的思考を身につけようとする意欲がある。 

  

 

看護福祉リハビリテーション学部 福祉リハビリテーション学科 言語聴覚専攻 

 

本専攻では、仏教精神に基づいた深い人間理解と人間尊重の価値観を基盤とし、言語聴覚士に必要な知識と

技術を学び、社会貢献ができる人材を育成します。 

そのため、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに定める教育を受けるために必要な、次に掲

げる基礎的な知識・技能及び関心・意欲を備えた人物を求めています。 

このような入学者を適正に選抜するために、教科（国語、英語）の試験、小論文、面接など多様な選抜方法

を実施します。 

 

（１）知識・技能 

① 高等学校までの「国語」、「英語」等の学習を通じて、言語聴覚士を志す基盤として必要なコミュニ

ケーション能力と姿勢を備えている。 

（２）思考力・判断力・表現力 

① 建学の精神である「思いやりの心」を持ち、障害児・者を理解し、寄り添うことができる。 

② 言語聴覚士として必要な知識・技術の習得に、熱心に根気よく取り組み、言語聴覚障害の幅広い課題

について、関心がある。 

（３）主体性・多様性・協働性 

① 言語聴覚士としての能力を習得し、言語・聴覚・嚥下等に障がいのある人々の機能の回復・獲得をは

かり、個々の状態に応じたコミュニケーション能力の向上と社会参加を支援しようとする意欲がある。 
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健康科学部 健康栄養学科 管理栄養士専攻 

 

本専攻では、生涯を通じた健康づくりのための医療・福祉現場における栄養管理・指導ができる人材育成を

行うとともに、さらに知識・技術の資質向上を目指し、高度なチーム医療や食産業の発展にも貢献しうる、

より実践的な管理栄養士を育成します。 

そのため、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに定める教育を受けるために必要な、次に掲

げる基礎的な知識・技能及び関心・意欲を備えた人物を求めています。 

このような入学者を適正に選抜するために、種々の教科の試験、小論文、面接など多様な選抜方法を実施し

ます。 

 

（１）知識・技能 

① 高等学校等までの学習を通じて、コミュニケーション能力の基礎的な内容を身につけている。 

② 高等学校までの履修内容のうち、科学的思考力の基礎として「理科（生物、化学）」を身につけてい

る。 

（２）思考力・判断力・表現力 

① 人の健康の保持や増進に関する諸問題に関心がある。 

② 実践的な学びを通して、思考力、判断力、問題解決力を磨き、思いやりをもって、 他者と協働できる

人として成長したいとの意欲がある。 

（３）主体性・多様性・協働性 

① 健康と栄養・医療・食産業に関わる専門家として社会に貢献しようという熱意と意欲がある。 

  

 

健康科学部 健康栄養学科 健康スポーツ栄養専攻 

 

本専攻では、生涯を通じた健康づくりのためのスポーツと栄養の指導ができる人材育成を行うとともに、さ

らに高度な専門的知識・技術の習得を目指し、競技力向上や食産業の発展にも貢献しうる、実践的なスポー

ツ指導者・栄養士を育成します。  

そのため、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに定める教育を受けるために必要な、次に掲

げる基礎的な知識・技能及び関心・意欲を備えた人物を求めています。  

このような入学者を適正に選抜するために、種々の教科の試験、小論文、面接など多様な選抜方法を実施し

ます。 

 

（１）知識・技能 

① 高等学校等までの学習を通じて、コミュニケーション能力の基礎的な内容を身につけている。 

② 高等学校までの履修内容のうち、科学的思考力の基礎として「理科（生物、化学）」を身につけてい

る。 

（２）思考力・判断力・表現力  

① 人の健康の保持や増進に関する諸問題に関心がある。 

② 生涯を通じたスポーツの実践指導や栄養指導、食育、食産業に高い関心がある。 

③ 実践的な学びを通して、思考力、判断力、問題解決力を磨き、思いやりをもって、他者と協働できる

人として成長したいとの意欲がある。 

（３）主体性・多様性・協働性  

① 健康と栄養・運動・食産業に関わる専門家として社会に貢献しようという熱意と意欲がある。 
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健康科学部 心理学科 

 

本学科では、心理学の知見を生かし、自己を確立して社会で活躍できる人材を育成します。 

そのため、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに定める教育を受けるために必要な、次に掲

げる基礎的な知識・技能及び関心・意欲を備えた人物を求めています。 

このような入学者を適正に選抜するために、教科（国語、英語）の試験、小論文、面接など多様な選抜方法

を実施します。 

 

（１）知識・技能 

① 高等学校までの学習を通じて、本学科の履修に必要な「国語」、「英語」の力及び適切なコミュニケ

ーション能力を身につけている。 

（２）思考力・判断力・表現力 

① 建学の精神である「思いやりの心」を持ち、他者とよりよく共生しようとする意欲がある。 

② 人の心と行動について強い関心と探究心を持ち、人の心理における普遍性と多様性を理解しようとす

る意欲がある。 

（３）主体性・多様性・協働性 

① 心理学的知識やスキル、及びこれに付随する資格を通じて、将来、医療・教育・福祉・保育・司法・

産業など社会で自分らしく活躍したいとの意欲がある。 

  

 

歯科衛生学科 

 

本学科では、建学の精神「仏教精神に基づく教育」のもと、他者を配慮し思いやる心を持ち、幅広い年代の

人々の歯と口の健康と向き合い、医療・保健・福祉等の多職種と連携・協働して地域住民の健康の維持・増

進を支援できる歯科衛生士を育成します。 

そのため、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに定める教育を受けるために必要な、次に掲

げる基礎的な知識・技能及び関心・意欲を備えた人物を求めています。このような入学者を適正に選抜する

ために、教科（国語、英語）の試験、作文、面接など多様な選抜方法を実施します。 

 

（１）知識・技能 

① 高等学校までの学習を通じて、歯科衛生士を志す基盤として必要なコミュニケーション能力と姿勢を

備えている。 

（２）思考力・判断力・表現力  

① 建学の精神である「思いやりの心」を持ち、一人ひとりの口腔の健康に寄り添うことができる。 

② 歯科衛生士として必要な知識・技術の習得に、熱心に根気よく取り組み、多様な歯科・口腔保健のニ

ーズや課題について関心がある。 

（３）主体性・多様性・協働性  

① 歯科衛生士としての能力を修得し、口腔衛生の観点から課題解決に向けて取り組みたいとの意欲があ

る。 

② 医療・保健・福祉等の多職種と連携・協働するチーム医療や保健福祉活動に関心がある。 
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ライフデザイン学科 

 

本学科では、自分の将来を具体的に構想し、その実現のための自覚的な学習を通じ、相手の言葉を相手の立

場に立って聴くことのできる傾聴力と、自らの考えを自らの言葉で明確に説明する説明力を合わせもった豊

かなコミュニケーション力を備え、実際の生活において課題設定・情報収集・課題解決を可能とする実践的

な社会人としての能力を身につけた人材を育成します。そのため、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・

ポリシーに定める教育を受けるために必要な、次に掲げる基礎的な知識・技能及び関心・意欲を備えた人物

を求めています。このような入学者を適正に選抜するために、教科（国語、英語）の試験、作文、面接など多

様な選抜方法を実施します。 

 

（１）知識・技能 

① 高等学校等までの学習を通じて、基礎的な知識や技能を身につけている。 

② 日常生活の中で、高等学校等までの学習を通じて得た知識や技能を積極的に生かしたいと考えること

ができる。 

（２）思考力・判断力・表現力 

① 相手の立場に立って考え、人を大切にすることができる。 

② 現代社会の諸問題に対して、幅広い関心を持ち、自ら考え、学ぶ意欲がある。 

（３）主体性・多様性・協働性  

① 社会人基礎力を育成する学びを通して、社会において必要な幅広い能力を身に付けたいという意欲が

ある。 

② 多様な専門分野の学びを通して、専門知識や技能を有したプロフェッショナルを目指す意欲がある。 
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３．募集学科・募集人員 

※募集人員は、外国人学生選抜全体の人数です。 
 

４．出願資格 

次の各号のすべてに該当する者 

(1) 外国籍を有する者 

(2) 次のいずれかに該当する者で、日本の学校教育制度における小学校・中学校・高等学校等の就

学期間が通算６年以内である者 

①国内外を問わず、通常の課程における 12 年の学校教育を修了した者、または 2026 年 3 月

までに修了見込みの者で、大学入学資格を有する者 

②文部科学省が定める大学入学資格を有する者 

文部科学省ホームページ「大学入学資格について」2019 年 1 月 31 日付告示 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shikaku/07111314.htm の該当者 

③本学において個別の入学資格審査により、上記と同等以上の資格を有すると認定された者※ 

※希望者は出願受付開始日の１ヵ月前までに入学・広報センターにお申し出ください。 

(3) 2026 年 3 月 31 日までに 18 歳に達している者 

   (4) 本学の学生として「出入国管理及び難民認定法」による在留資格「留学」を取得できる者、 

または高等教育機関において、必要な期間学ぶことのできる在留資格等を有する者 

※重国籍者および日本の在留資格等を有する学生はお問合せください。 

(5) 本学における講義を理解できる日本語能力を有し、以下のいずれかを提出できる者 

(6) 出願資格として、以下のいずれかの試験において、出願基準点以上の成績を提出もしくは日本

国内の教育機関から同等と認める「日本語能力評価書」を提出できる者 
 

【日本国内選抜】 

［日本語能力を証明する書類（出願基準点）］ 

 
看護福祉リハビリテーション学部 

短期大学部 歯科衛生学科 
左記以外の学科・専攻 

日本留学試験（EJU）日本語 
250 点（記述を除く） 

30 点（記述） 
200 点（記述を除く） 

日本語能力試験（JLPT） N１ N２ 

JPT 660 点 525 点 

J.TEST 700 点 600 点 

NAT-TEST １級 ２級 

学部 学科・専攻 募集人員※ 国内選抜 国外選抜 

社会学部 社会共創学科 10 名 〇 〇 

こども教育学部 こども教育学科 若干名 〇 〇 

看護福祉リハビリ 

テーション学部 

看護学科 若干名 〇 ― 

福祉リハビリ 

テーション学科 

作業療法専攻 若干名 〇 〇 

言語聴覚専攻 若干名 〇 〇 

健康科学部 
健康栄養学科 

管理栄養士専攻 若干名 〇 ― 

健康スポーツ栄養専攻 若干名 〇 〇 

心理学科 5 名 〇 〇 

短期大学部 
歯科衛生学科（３年制） 若干名 〇 ― 

ライフデザイン学科 5 名 〇 〇 
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※本学で学ぶために最低必要な日本語能力です。ただし、総合的に判定するため、日本語が上記の得点に

達していることが合格を保証するものではありません。 

※いずれも対象となる選抜の出願初日からさかのぼって 3 年以内に受験し取得した級・スコアが有効です。 

 

P9 記載の［日本語能力を証明する書類］のほか、下記の学科・専攻を受験する場合は、日本留学試験

（EJU）の理科（「生物」または「化学」）の該当科目の成績確認書が提出できる者 

看護福祉リハビリテーション学部 

看護学科 

福祉リハビリテーション学科［作業療法専攻］ 

福祉リハビリテーション学科［言語聴覚専攻］ 

健康科学部 健康栄養学科［管理栄養士専攻］ 

短期大学部 歯科衛生学科 

 ※日本の学校教育制度における高等学校在籍者および卒業者は、EJU の成績の代わりに、高等学校等での

理科「生物」または「化学」の科目履修（見込み）が記載された書類を提出することができる。 

 

【日本国外選抜】 

［日本語能力を証明する書類（出願基準点）］ 

 
看護福祉リハビリテーション学部 

福祉リハビリテーション学科 

左記以外の学科・専攻 

（看護学科・健康栄養学科［管理栄

養士専攻］・歯科衛生学科除く） 

日本留学試験（EJU）日本語 
250 点（記述を除く） 

30 点（記述） 
220 点（記述を除く） 

日本語能力試験（JLPT） N１ N２（ただし 110 点以上） 

JPT 660 点 525 点 

J.TEST 700 点 600 点 

NAT-TEST １級 ２級（ただし 110 点以上） 

※本学で学ぶために最低必要な日本語能力です。ただし、総合的に判定するため、日本語が上記の得点に

達していることが合格を保証するものではありません。 

※いずれも対象となる選抜の出願初日からさかのぼって 3 年以内に受験し取得した級・スコアが有効です。 

 

上記記載の［日本語能力を証明する書類］のほか、下記の学科・専攻を受験する場合は、日本留学試

験（EJU）理科の該当科目の成績確認書が提出できる者 

看護福祉リハビリテーション学部 

福祉リハビリテーション学科［作業療法専攻］［言語聴覚専攻］ 

理科「生物」「化学」の 

合計 120 点以上 

 

５．日程 

区分 出願期間 試験日 合否発表 

国内 

選抜 

Ⅰ期 9 月 22 日(月)～ 10 月 3 日(金) 10 月 19 日(日) 11 月 1 日(土) 

Ⅱ期 11 月 17 日(月)～ 11 月 28 日(金) 12 月 14 日(日) 12 月 23 日(火) 

Ⅲ期 12 月 22 日(月)～ 2026 年 1 月 9 日(金) 1 月 25 日(日) 2 月 4 日(水) 

Ⅳ期 2026 年 2 月 9 日(月)～ 2 月 20 日(金) 3 月 9 日(月) 3 月 16 日(月) 

国外 

選抜 

Ⅰ期 9 月 8 日(月)～ 9 月 19 日(金) 10 月 4 日(土) 10 月 15 日(水) 

Ⅱ期 11 月 17 日(月)～ 11 月 28 日(金) 12 月 13 日(土) 12 月 23 日(火) 
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※国内選抜のⅠ期・Ⅱ期出願は日本国内在住者・海外在住者ともに可能。Ⅲ期・Ⅳ期出願は日本国内在住

者のみ可能。 

 

６．選考方法・試験時間・試験場 

選抜方式 科目・試験時間 配点 満点 試験場 

国内選抜 
日本語作文   11:00 ～ 12:00 100 点 

200 点 本学 
面接      13:00 ～ 100 点 

国外選抜 個別オンライン面接（約 15 分） 100 点 100 点 オンライン 

 

７．入学検定料  

15,000 円 

※国内選抜受験者は、web 出願サイトから支払い手続きを行ってください（P18・19 参照）。 

※国外選抜受験者は、「flywire」を通じ、支払い手続きを行ってください（P22 参照）。 

 

８．出願手続 

【共通事項】 

 web 出願サイトで手続きし、入学志願票を白紙の紙に A4 サイズ縦向きに印刷し、その他の出願

に必要な書類一式とともに簡易書留速達もしくは EMS 等の追跡可能な国際郵便で郵送してくだ

さい。 

【日本国外選抜】 

出願資格等確認のため、次の 1～7 の書類一式を 1 つの PDF ファイルにまとめ、出願する前に入

学・広報センター（jk2@mail.koka.ac.jp）宛メールに添付し送信してください。内容を確認後、提

出書類（原本）の郵送の指示をします。 

 

提出書類 注意事項 

国内選抜 国 

外 

選 

抜 

日本 

国内 

在住 

日本 

国外 

在住 

1 

履歴書・志望理

由・自己アピー

ル【原本】 

本学所定書式 

〇 〇 〇 

2 

高等学校等の卒

業・修了証明書

または卒業・修

了（見込）証明書 

【原本】 

国内外問わず、高等学校以降の出身校発行のものを全て提出 

※卒業・修了証明書が取得できない場合は卒業・修了証書のコピーを提出 

※国内外における、12 年の課程修了相当の学力認定試験や大学進学に必要な

国家統一試験に合格した場合は、試験の合格通知書または取得証明書の原

本を卒業・修了（見込）証明書の代わりに提出してください。 

※国の事情等で提出できない場合は、それに代わる書類を提出のこと。 

〇 〇 〇 

3 

高等学校等の成

績証明書【原本】 

国内外問わず、高等学校以降の出身校発行のものを全て提出 

※全在籍期間の成績が記載されていること 

※国の事情等で提出できない場合は、それに代わる書類を提出のこと。 

〇 〇 〇 
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4 

上記 2-3 の証明

書の日本語・英

語訳と翻訳証明

書【原本】 

※該当者のみ 

証明書が日本語または英語以外の場合 

出身学校、在籍学校、大使館・総領事館、翻訳会社等で日本語または英語に翻

訳したものを提出してください。原文と訳文の内容が相違ないという翻訳証

明書（公印付、任意様式）を添付してください。 
△ △ △ 

 

提出書類 注意事項 

国内選抜 国 

外 

選 

抜 

日本 

国内 

在住 

日本 

国外 

在住 

5 

日本語能力を証

明する書類 

【コピー可】 

【日本語能力を証明する書類（スコアが記載されたもの）】のいずれかを提出 

※入学生奨学金対象者（初年度の授業料 40％減免）の成績基準である日本留

学試験（EJU）日本語（記述を含む）280 点以上または日本語能力試験（JLPT）

N1 を取得している場合は、その証明書類（コピー）を提出してください。 

※（国内選抜出願者の該当者のみ）試験結果に加え、教育機関作成の「日本語

能力評価書【本学所定書式】を提出してください。 

〇 〇 〇 

6 

パスポートの 

コピー 

顔写真のページ・日本のビザ・日本への上陸履歴が分かるページ 

※A４サイズの用紙にカラーコピーしてください。 

※重国籍者は、すべてのパスポートのコピーを提出してください。 

※パスポートを持っていない場合は、国籍や氏名を確認できる出生証明書や

住民票等、出身国の公的証明書（日本語または英語）を提出してください。 

〇 〇 〇 

7 誓約書 オンライン面接試験時に使用します。【本学所定書式】 × × 〇 

8 

日本語学校等の

証明書類【原本】 

※該当者のみ 

＜国内選抜の出願者で在留資格が「留学」の者＞ 

〇日本国内の日本語学校に在籍している者： 

「成績・出席率証明書」 

〇日本の大学または専門学校に在籍している者： 

「成績証明書」と「在籍証明書」 

△ × × 

9 

在留カードのコ

ピー（両面） 

※該当者のみ 

現住所が正しいもの 

※表・裏面を番号等が鮮明に写るように A４サイズの用紙にカラーコピーし

てください。 

△ × × 

〇全員提出 △該当者のみ提出 ×提出不要 

※提出された各種証明書等の原本の返却を申し出た場合は、入学試験後に郵送にて返却します。 

※一旦提出した書類の差し替えや記載内容の変更はできません。 

※入学時に在留資格のない場合もしくは出願書類に虚偽の記載があった場合は、入学許可を取り消すことが

あります。 

 

≪証明書類の原本が提出できない場合≫ 

【原本】と記載の証明書類について、やむを得ない理由で原本を提出できない場合は、出身または在籍教育

機関、大使館・総領事館等による原本証明（Certified True Copy：原本から正しく複製されたものである旨

の証明）を提出してください。 

 

～出願書類の提出期間について～ 

郵送の場合は、出願期間の締切日（以下締切日）の「消印有効」です。 

※海外から出願の場合は、「締切日必着」です。 

出願書類を入学・広報センターの窓口に持参される場合は、締切日の翌開室日の事務取扱時間内まで受付を
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行います。 

※窓口持参の場合でも、入学検定料の支払いは出願締切日までに必ず完了しておいてください。 

※窓口開室日の事務取扱時間は平日 9：00～17：00 [日本時間/JST]（土日祝・大学休業日を除く） 

 

 

９．受験票について 

出願手続完了後に、出願の際にご登録いただいた本学 web 出願サイトにて、各自で受験票（PDF 形式）

を印刷してください。本学から受験票の郵送は行いませんので、白紙の紙に A4 サイズ・縦向きで印刷し

たうえで、試験当日は必ず持参もしくは手元においてください。カラー・白黒は問いません。 

※記載内容を確認し、記載内容が異なる場合や、受験票を印刷する環境がない場合は、入学・広報センタ

ーまでお問い合わせください。 

区分 受験票表示開始日[日本時間/JST] 

国内

選抜 

Ⅰ期 10 月 15 日(水)17:00～ Ⅱ期 12 月 10 日(水)17:00～ 

Ⅲ期 2026 年 1 月 21 日(水)17:00～ Ⅳ期 2026 年 3 月 4 日(水)17:00～ 

国外

選抜 

Ⅰ期 10 月 01 日(水)17:00～ 

Ⅱ期 12 月 10 日(水)17:00～ 

 

１０．合格発表 

結果は、合格発表日に web 出願サイトで確認してください。 

・郵便・学内掲示による発表は行いません。 

・日本国外選抜受験者においては、一次手続、二次手続に必要な納付金請求は「flywire」を通じてお知

らせします。 

・合否に関するお問い合わせには一切応じられません。 

 

１１．入学手続期限 

区分 一次手続（入学金） 二次手続（前期授業料等） 

国内

選抜 

Ⅰ期 11 月 17 日(月) 12 月 01 日(月) 

Ⅱ期 2026 年 01 月 08 日(木) 2026 年 01 月 22 日(木) 

Ⅲ期 2026 年 02 月 18 日(水) 2026 年 03 月 09 日(月) 

Ⅳ期 2026 年 03 月 23 日(月) 一括納入 

国外

選抜 

Ⅰ期 11 月 04 日(火) 11 月 17 日(月) 

Ⅱ期 2026 年 01 月 08 日(木) 一括納入 

※国外選抜受験者は、一次および二次手続を「flywire」を通じて行ってください。 

※期限内に納入がない場合は、入学資格を失いますので注意してください。 

※納付金の入金確認後に、「入学許可書」を web 出願サイトに掲載します。 
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１２．授業料等（2026 年度） 

≪授業料 25％減免の場合≫ 

 

≪授業料 40％減免の場合≫ 

●注意事項 

学群・学部 学科［専攻］ 年次 
入学金 

(入学時) 

授業料 

(年額) 

実験 

実習料 

(年額) 

学生会費 

(年額) 

奨学会費 

(年額) 
年額 

社会学部 社会共創学科 
１年次 125,000 727,500 ― 5,700 13,400 871,600 

２年次以降 ― 915,000 ― 5,500 8,400 928,900 

こども教育学部 こども教育学科 
１年次 125,000 735,000 ― 5,700 13,400 879,100 

２年次以降 ― 922,500 ― 5,500 8,400 936,400 

看護福祉 

リハビリ 

テーション学部 

看護学科 
１年次 125,000 945,000 250,000 5,700 13,400 1,339,100 

２年次以降 ― 1,132,500 250,000 5,500 8,400 1,396,400 

福祉リハビリテーション学科 

［作業療法専攻］ 

１年次 125,000 915,000 180,000 5,700 13,400 1,239,100 

２年次以降 ― 1,102,500 180,000 5,500 8,400 1,296,400 

福祉リハビリテーション学科 

［言語聴覚専攻］ 

１年次 125,000 915,000 180,000 5,700 13,400 1,239,100 

２年次以降 ― 1,102,500 180,000 5,500 8,400 1,296,400 

健康科学部 

健康栄養学科 

［管理栄養士専攻］ 

１年次 125,000 825,000 50,000 5,700 13,400 1,019,100 

２年次以降 ― 1,012,500 50,000 5,500 8,400 1,076,400 

健康栄養学科 

［健康スポーツ栄養専攻］ 

１年次 125,000 795,000 20,000 5,700 13,400 959,100 

２年次以降 ― 982,500 20,000 5,500 8,400 1,016,400 

心理学科 
１年次 125,000 727,500 ― 5,700 13,400 871,600 

２年次以降 ― 915,000 ― 5,500 8,400 928,900 

短期大学部 

歯科衛生学科（３年制） 
１年次 115,000 697,500 100,000 5,700 13,400 931,600 

２年次以降 ― 870,000 100,000 5,500 8,400 983,900 

ライフデザイン学科 
１年次 115,000 742,500 ― 5,700 13,400 876,600 

２年次以降 ― 915,000 ― 5,500 8,400 928,900 

学群・学部 学科［専攻］ 年次 
入学金 

(入学時) 

授業料 

(年額) 

実験 

実習料 

(年額) 

学生会費 

(年額) 

奨学会費 

(年額) 
年額 

社会学部 社会共創学科 
１年次 125,000 582,000 ― 5,700 13,400 726,100 

２年次以降 ― 915,000 ― 5,500 8,400 928,900 

こども教育学部 こども教育学科 
１年次 125,000 588,000 ― 5,700 13,400 732,100 

２年次以降 ― 922,500 ― 5,500 8,400 936,400 

看護福祉 

リハビリ 

テーション学部 

看護学科 
１年次 125,000 756,000 250,000 5,700 13,400 1,150,100 

２年次以降 ― 1,132,500 250,000 5,500 8,400 1,396,400 

福祉リハビリテーション学科 

［作業療法専攻］ 

１年次 125,000 732,000 180,000 5,700 13,400 1,056,100 

２年次以降 ― 1,102,500 180,000 5,500 8,400 1,296,400 

福祉リハビリテーション学科 

［言語聴覚専攻］ 

１年次 125,000 732,000 180,000 5,700 13,400 1,056,100 

２年次以降 ― 1,102,500 180,000 5,500 8,400 1,296,400 

健康科学部 

健康栄養学科 

［管理栄養士専攻］ 

１年次 125,000 660,000 50,000 5,700 13,400 854,100 

２年次以降 ― 1,012,500 50,000 5,500 8,400 1,076,400 

健康栄養学科 

［健康スポーツ栄養専攻］ 

１年次 125,000 636,000 20,000 5,700 13,400 800,100 

２年次以降 ― 982,500 20,000 5,500 8,400 1,016,400 

心理学科 
１年次 125,000 582,000 ― 5,700 13,400 726,100 

２年次以降 ― 915,000 ― 5,500 8,400 928,900 

短期大学部 

歯科衛生学科（３年制） 
１年次 115,000 558,000 100,000 5,700 13,400 792,100 

２年次以降 ― 870,000 100,000 5,500 8,400 983,900 

ライフデザイン学科 
１年次 115,000 594,000 ― 5,700 13,400 728,100 

２年次以降 ― 915,000 ― 5,500 8,400 928,900 
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・入学金、授業料等は、諸般の事情により改定する可能性があります。 

・入学時納付金の一次手続金は入学金、二次手続金は前期授業料等の金額となります。 

・入学後は該当学年に定められた授業料等を前期と後期の 2 回に分けて納入いただきます。 

・大学は 4 年次後期、短期大学部の歯科衛生学科は３年次後期、ライフデザイン学科は２年次後期には同

窓会（ふかみぐさ）入会金 15,000 円が含まれます。 

１３．奨学金について 

  (1)入学生：外国人学生学費減免（在留資格に関わらず本選抜受験者が対象） 

   外国人留学生の入学金および学費の一部を免除します。 

   【入 学 金】入学金の 50％（大学 125,000 円、短大 115,000 円） 

   【学 費】授業料の 25％ 

   【成績基準による減免】日本留学試験「日本語（記述含む）」の成績が 280 点以上または日本語能力

試験 N1 認定者については、入学年度に限り授業料（年額）の減免額をさら

に 15％追加し 40％減免します。出願時に必ず通知書を提出してください。

上記成績が出願後～入学前までに取得できた場合も 40％減免対象になりま

すので、ご連絡ください。 

  (2)在学生：外国人留学生成績優秀者奨学金［給付］（在留資格「留学」の者が対象） 

   各学年において標準修得単位数を超えた外国人留学生の内、特に人物・成績ともに優秀な学生に支給

します。 

   【対 象 人 数】各学年の留学生の 30％以内（但し、2 年生以上を対象とする。） 

   【成 績 基 準】標準修得単位数をクリアした者の内、GPA で上位の者 

   【給 付 額】1～3 位：400,000 円（年間） 4 位以下：200,000 円（年間） 

   【支給方法・時期】振込：当該年度の後期学費引落し年月（10 月） 

 

１４．納付金の返金 

  ・一旦納められた入学検定料はいかなる理由があっても返還いたしません。 

・入学手続納付金を全額納付後に、やむを得ない理由により本学への入学を辞退する場合は、2026 年

３月 31 日（火）午後５時 [日本時間/JST] （必着）までに、本学所定の「入学辞退届」、「入学許可

書」を提出してください。受付後、１ヵ月程度で、既に納入済の納付金から一次手続納付金（入学金）

を除いた二次手続納付金（前期授業料等）を返還します。 

※「入学辞退届」の取り寄せについては、本学入学・広報センターまで直接ご連絡ください。 
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１５．web 出願手続き 
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１６．flywire の手続き 

 

 

 

  

国外選抜受験者は、web 出願サイト上で「検定料の支払い」は行わず、必ず、「flywire」

で行ってください。 
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京都光華大学・京都光華大学短期大学部 

入学・広報センター 

〒615-0882 京都府京都市右京区西京極葛野
か ど の

町 38 

TEL：+81(0)75-312-1899 

FAX：+81(0)75-312-5594 

E-mail：jk2@mail.koka.ac.jp 

URL：https:// www.koka.ac.jp/ 


